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＜研究の概要＞ 
 限られた資源で斜面崩壊を予知し災害を未然に防ぐため、センサー技術、情報通信技術、地盤工学を用

いて、低コスト、運用の容易さ、高い信頼性、斜面状況の監視精度向上が実現可能な斜面防災機器・シス

テムの開発を行う。 
 
＜研究継続の妥当性評価＞ 
研究の進捗状況、研究成果の見通しを個々にみると、概ね良好ではあるものの、総合的にみると当初計

画どおりの研究成果が期待できることから、現行のとおり研究を推進することが妥当である。 

 


